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く資 料＞

キジ科に寄生するEimeria属原虫の形態学的特徴とその比較

木下萌美・芝原友幸1) ・笹井和美•松林 誠

大阪府立大学生命環境科学域獣医学類，〒598-8531大阪府泉佐野市りんくう往来北 1-58

I)農研機構動物衛生研究部門，〒305-0856茨城県つくば市観音台 3-1-5

わが国には．キジ目 (Galliformes)に属する多くの種類

の鳥類が家畜や伴侶動物などとして飼育され．また在来種

として野生下に生息している。これらの鳥類には．本来は

国内には生息していない種であっても，展示動物として輸

入され．動物園などで飼育されているものも含まれる。こ

のキジ目は，ッカックリ科 Megapodiidae, ホウカンチョ

ウ科 Cracidae(2亜科を含む）．ホロホロチョウ科

Numididae, ナンベイウズラ科（ハウズラ科） Odonto-

phoridaeおよびキジ科 Phasianidae(7亜科を含む）の 5

科に分類されている15)。ッカックリ科は7属，ホウカンチョ

ウ科は 11属ホロホロチョウ科は 4属ナンベイウズラ

科は 9属キジ科は最も多く 42属以上が属する。家畜な

どとして身近な鳥類でよく知られる鶏やウズラ．七面鳥お

よびキジはキジ科に属している。

鳥類．特に家畜において問題となる病原体に消化管寄生

性の原虫が挙げられる5その中でも．一般にコクシジウム

と称される Eimeria属原虫は，鶏の生産現場において最

も重要とされる寄生虫である。消化管粘膜に寄生し，無性

生殖後有性生殖を行い．糞便とともにオーシストと呼ば

れる虫体が多量に排出される。この間，感染鶏は消化管粘

膜が激しく損傷され，下痢，血便，沈うつ，増体不良およ

び産卵低下などが生じ，症状が悪化した場合は死亡する。

また，消化管粘膜の障害に伴う細菌などによる二次感染も

症状の増悪に重要である。鶏に寄生する Eimeria属原虫

は国内外においてよく研究されており，全8種あるとされ

(7種とする説もある），種により病原性に高低がある。

糞便とともに排出されたオーシストには感染性はない。

しかし，適切な温度，湿度，そして有酸素環境下で成熟し，

オーシスト内部に 4つのスポロシスト，さらにその内部に

2つずつのスポロゾイトを形成し，成熟する。成熟後は感

染性を有し，このオーシストを経口的に摂取することで，

消化管内でスポロゾイトが遊離して粘膜に侵入し，感染が

成立する。一般には， Eimeriaは宿主特異性が高く，例え

ば，鶏に寄生するものは他の鳥類に寄生しないとされてい

る49)。これまでにこの成熟したオーシストの形態，つまり

オーシストやスポロシスト，スポロゾイトの大きさ，内部

構造物の特徴，そして検出された動物種などにより

Eimeria種が分類され，同定されてきた。近年は，原虫の

ゲノム DNAを用いた遺伝子解析が実施されつつあるが，

前処理として糞便中の原虫を精製する必要性があることや

複数種による混合感染も多く，広く実施はされていない。

過去，わが国においても鶏以外のキジ科鳥類でEimeria

属原虫による感染が報告されている36,47,53)。しかし，多く

の場合，他種との比較および種の同定は実施されていない。

その理由の 1つに鶏に寄生する Eimeria属原虫以外では，

一般的に普及している成書はなく，国際誌含め数多くの文

献の内容を確認し，調査をしなければならない。そこで，

本資料では，鶏を含むキジ科鳥類から Eimeria属原虫が

検出された場合，オーシストの形態比較および種鑑別に寄

与すべく，これまでに報告され，入手できる限りの文献を

精査し，宿主別にオーシストの形態学的特徴をまとめた。

調査方法は，文献検索サイト， Scopus(https:/ /www. 

scopus.com/search/form.uri?display=basic), PubMed 

(https: / /pubmed.ncbi.nlm.nih.gov /)およびCiNii(https: 

I I ci.nii.ac.jp/) を活用し， Eimeriaとキジ科に属する 38

属名についてそれぞれ入力して検索し，該当した論文を抽

出し，内容を確認した (2020年 12月8日現在）。また，

形態学的特徴について，記載が不十分である場合には，

Google Scholar (https://scholar.google.com/) でも検索

し，内容などを確認した。その結果キジ目キジ科におい

て，延べ 110種の Eimeria属原虫が報告されていた。そ

れぞれ検出されたキジ科亜科と属名，報告されている

Eimeria属原虫の形態学的特徴を表 1, 2にまとめた。結

果として，数多くの Eimeria種が報告されていたが，別

種として記載されていても，形態が類似するものも散見さ

れた。これら類似する Eimeria種については，今後，遺

伝子解析などによる確認が必要である。

本調査において，各Eimeria種の病原性については，

記載が十分でない文献が散見された。これらの Eimeria

種の病態の解析には種の同定が必要不可欠である。本調査

結果が，今後国内のキジ目キジ科鳥類でEimeria原虫

が検出された際種の鑑別，そして参考文献による詳細な

情報を得るための一助となることを期待する。

-174-



表 1. キジ科に寄生する Eimeria種とその形態学的特徴 (1)

亜科（日本名） Eimeria種

Coturnix E. bateri 

（ウズラ） E. tahamensis 

E. taldykurganica 
E. tsunodai 

E. uzura 

E. coturnicis 
E. dispersa 
E. jiuminensis 
E. minima 

Alectoris E. barbarae 
（イワシャコ） E .mHm• : ca 

E. kofoidi 
E. /egionensis 
E. a/ectoreae 

|
 1
7
5
 1
 

Pternistis 

Pavo 
（クジャク）

E. gonzalezi 
E. gonzalezcastroi 
E. karatauica 
E. padulensis 
E. /yruri 

E. procera 

E. tenel/a 
E. coturnicis 
E. phasiani 

E. pternistis 

E. arabica 

E. egyptica 
E. khaガensis
E. manda/i 
E. mutica 
E. pavo叩 gyptica
E. pavonina 

E. pavota 

E. riyadhae 

E. mayurai 
E. patnaiki 
E. pavonis 

Polyplectron 
（コクジャク）

E. bhutanensis 

Gallus E. acervulina 
（ヤケイ） E. hagani 

E. jeddahensis 
E.maがma
E.mitis 
E. mivati 
E.necat心
E. praecor 
E. tenel/a 
E. waeli 
E. brunetti 
E. dissanaikei 
E. indentata 
E. indiana 
E. /afayettei 
E. nikamae 
E. shivpuri 

長径（平均）μm 短径（平均）um 

18-31 (25.1) 14-26(18.8) 
36.5-42 25.5-29 

(41.2士1.34) (28.4士0.81)
21.88-25.4 11.9-13.1 
18-25(20.8) 14-19(15.7) 

18.75-30(24.39) 15.0-23.75(18.66) 

26.4-38.8 19.8-26.4 
21.8-31.1 (26.07) 17.7-23.9(21.04) I : 1.23 

17.31土1.87 16.45士1.72 1.05 
E. fluminensisと同種と考えられる

16-23(20) 13-16(14.4) 1.39(1.06-1.64) 
26.0-33.5(29.8) 16.7-23.3(19.5) 1.53 
14.0-21.4(19.3) 12.0-19.5(16.3) 1.18 
18.6-26(22.6) 13-16.7(14.9) 1.52 
23.6士2.4 15.6土1.5 1.43 
26.2土2.5 17.4土1.9 1.5 

24.7-22.8(23.5) 17.1-15.2(16.1) 1.5 
22.8-24.7(23.5) 15.2-17.1(16.1) 1.5 
24.6-32(28.3) 20.6-22(21.6) 1.32 
20.9-30(25) 15.2-19(16.38) 1.5 
22-37(29.6) 12-20(15.3) 1.9 

25.78-28.13 14.06-15.24 

20.0-26.5 17.0-22.0 
26.4-38.8・19.8-26.4 

19.8-26.4(23) 13.2-17.8(15.9) 

18.59土0.95 14.48士0.50

17.5-21.5 17.5-21.5 
(19.2士1.6) (19.2土1.6)
12-17(14) 18-22(20) 

19-21.5(20.3) 16.2-18.7 (17.7) 
14-20(17.7) 14-18(16.6) 
22.4-25(23.1) 16.7-18.9(17.4) 
13-16(15) 10-12.9(12) 
20-28 16-20 

19.5-25(23.9) 14.5-20(16.5) 

27-30.5 20.5-25 
(28.8士1.3) (22.4士1.6)
20-'l:1(23) 13-16(14) 
17-19 13-17 

19.8-25.4 17.6 

15.5-16.8 14.6-16.6 

18.3-27.54 13.7-20.40 
19.1 17.6 

23,¥;-29,2(25.78) 17.5-22.4(20.32) 1町 (1.21-1.34)
21.5-40.2 16.0-29.3 
14.1-19.3 13.1-17.5 

10.7-20(15.6) 10.1-15.3(13.4) 
13.2-22.5 10.0-18.7 
19-25 15.1-18.7 

20.0-26.5 17.0-22.0 
26.5-31.0(28.3) 23.5—況0(25.30) 1.12(1.09-1.15) 

20.1-29.9 18.0-24.3 
19-23(21.1) 12-16(14) 
29.5-32(30.3) 20-22(21.4) 

20.88-25.2(23.45) 16.2-21.6(18.74) 
19-21(19.5) 13.5-15(14.2) 

23.5-25.5 (24.1) 18.1-19.3 (18.8) 
20.2-23.2(22.4) 20-23.4(22) 

長短径比

1.3 

1.86 
1.3 

オーシストの形態

ミクロ ミクロバイル
パイル キャップ

残体

（時に＋）

＿
＿
＿
＋
＋
＋
＋
 

一害
l

l
げ

I

1

+

プレパテント
le'}オド

成熟時間

1.45 

0.79土0.03

1.0 

1.1 
1.15 
I 

1.33 
125 

1.5(1.2-1.8) 

1.21-1.46 
(1.3士0.11)
1.6(1.4-1.8) 

1.25 

I.I 
I
 

—+++-++ 

不明瞭

＋ 

+
_
＿
+
＿
＿
＿
+
l
_
＿
_
-
＿
-

＋ 

—+ 

2
 

+
-
+
+
＋
 

ー

＋
＋
 

+
1
+
 

形状

卵形

楕円形

卵形
亜球形ー楕円

幅広い楕円／半楕円形 ;6悶嵩 22-24時間(25℃)

卵形
幅広い卵形

楕円形
楕円ー球形

球形ー幅広い卵形

楕円形／卵形／球形
楕円形／卵形／球形

卵形

卵形
卵形

長楕円形

幅広い卵形

卵形

6日

48時間(25-26℃)

2 

+ +(1.7xl2) 

—+ 
＋ 

＋ 
＋ 

+ +(1.6x2.5) 

＋
＋
 

+

1

 

＋
 

+
＋
+
＋
+
＋
+
+
+
＋
+
＋
+
+
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形円
形

楕

円

形

円

円

円

形

形

形

形

形

円

い

楕

卵

楕

楕

楕

球

卵

広

加
悶

幅

楕円
幅広い卵形

卵形／亜球形
楕円形ー卵形
球形ー亜球形

楕円ー幅広い卵形
長卵形

楕円形ー球形
幅広い卵形

楕円
球形ー楕円形

卵形
卵形

卵形／楕円形

卵形
楕円形

球形

48時間

24時間

48-72時間(20℃)

18-24時間(25℃)．
36-48時間(20℃)

18-24時問

長径（平均）μm 短径（平均）μm

10-13(11.5) 6-8(7.4) 
14-16 9-11.5 

(15.3士0.7) (10.8土0.64)
8.1-11.6 3.59-4.8 

10-12(10.8) 5-6(5.7) 

3日(25℃)

4 B (23℃) 

24-72時間(31℃)

70時間(23℃)
24-72時間（室温）

3日(23℃)

2日(25℃)

65-70時間

24-36時間

24-30時間

24時間(29℃)
24-36時間
18-24時間
14-21時間

18-24時間
28-48時間
18-24時間

48時間(29℃)

18-24時間
48時間(25℃)

48時間

14-18時間

18-24時間

132-17.2 

10.43士1.11

6.5-11.0(9.0) 
12.7 
9.4 
9.8 
8-9.5 
8-9.5 
11.4 
11.4 

9.5-13.3 (11.5) 
9.8 

9.6-12.8 

10.20-11.22 
13.2-17.2 

8.8-11 

5.92土0.58

4.5-6(5.4) 
7.8 
5.3 
6.2 
4-5.6 
4-5.6 
6.6 
6.6 

5.7-!D.7(7) 
3.6 

4.3-5.9 

6.1-7.0 
8.8-11 

スポロシストの形態

スチーダ
長短径比 残体小体(μm)

1.6 + 

＋ 

1.9 ＋ 

1.78 

125-220(1.70) + (0.5xl.l) + 
＋＋  
＋＋  
＋＋  
＋＋  
＋＋  

1.73 

1.6 
2.7 

1.7-2.63 
(2.1士0.37)
1.8(1.6-2.2) 

2.02 

22 
2.5 

2.3(1.9-2.7) 

1.66-1.98 
(1.83土0.13)
2.0(1.7-2.6) 

1.7(1.59-1.83) 

1.78(1.58-2.0) 

1.75 

LO 
1.7 

＋

＋

 

＋ 

＋
＋
 

＋ 

形態

卵形

卵形

卵形

5日

8.89士0.53

9.5-12 
(11.2士0.9)

12-15.5 (14.4) 
11.9-13.5 (12.7) 

6-12 
12.0-142 (13.7) 

9-11 (10) 
6-16 

12-16.5(14.3) 

11-14.5 
(132士12)
10-13(12) 
6.4-8.5 
12.1-15.6 

6-7 

1020-1326 

10-13.5 (12.03) 
8.16-1224 
8.11-12.10 

7.3-12.1 (10.5) 
8.16-13.2 
102-13.2 
1020-1122 

13.5-16.0(14.67) 
8.16-13.26 

18 
6.4-10.8(10.26) 

15 
10-10(10) 

92-14.7(122) 

5士0.48

4-6.5 
(5.5土0.88)
6.5-9(8.0) 
5.4-6.8(6.3) 

4-8 
5.4-6.7(62) 
4-4.7(4) 
4-8 

5.5-8(7.3) 

6.5-8 
(72土0.6)
5-7(6) 
32-4.8 
6.6 

3-4 

5.0-6.0 

6.3-8.0 (7.1) 
5.0-52 
4.9-5.9 

5.0-6.1 (5.6) 
5.1-6.1 
5.0-6.1 
6.1-7.0 

7.0-9.5 (8.32) 
5.1-62 

9.5 
4.6-7.2(5.83) 

II 
10-10(10) 
5.3-7.1 (6.1) 

1
0
3
2
4
4
4
4
-
1
9
3
3
3
3
3
3
3
8
3
8
1
9
1
9
1
9
3
9
4
2
2
2
2
5
1
0
3
5
-
l
-
5
1
8
3
9
3
1
7
8
1
8
 

+
＋
+
+
+
＋
＋
+
 

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋
 
＋
＋
 

＋ 

屈折体参考
(μm) 文献

10 

4 

45 
10 
48 

＋ 

＋

＋

 

+

＋

+

 

アーモンド形

アーモンド形

アーモンド形

洋梨形
洋梨形

幅広く長い

細長い卵形

丸みのある卵形
細長い卵形

細長い卵形
ポート形

ボート形

丸みのある卵形

卵形

細長い卵形
レモン形

＋ 

＋
＋
 

＋

＋

 

＋ 

1-2 

＋ 
＋ 
＋ 
＋ 

1(3.9 
x2.9) 

+
-
＋
 

豆形

細長ー卵形

＋ 

+
＋
+
+
+
＋
+
+
+
+
+
+
＋
-
＋
 

＋ 細長い卵形
ー 細長

一細長い楕円形ー卵形
＋ 

＋ 

＋ 
＋ 
＋ 
＋ 
＋ 

洋梨形
細長形

幅広く長い
卵形／洋梨形

細長

卵形
卵形ー細長

卵形
球形

紡錘形

+
＋
+
+
+
＋
 

+
＋
+
+
+
＋
 

5
1
1
刻

2
9
-
3
8
-
2
6
6
6
2
6
2
6
1
6
2
6
2
6
2
6
6
2
6
2
0
2
0
7
2
0
2
5
2
5

渫
5
6
~
2
0
2
0
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キジ科に寄生する Eimeria種とその形態学的特徴(2)

亜科（日本名） Eimeria種 長径（平均）μm

E . symmetnca 35 
E. tarabaie 22.5-27.1 
E. beachi 22-13 (17) 
E. johnsoni 16一切(22) 14-20(18) 
E. tyzzeri 24-35(32) 18-24(24) 

E. teetari 21.0-29.0(24.0) 19.0-23.0(20.0) 

E. adenoides 25.6 16.6 
E. dispersa 21.8-31.1 (26.07) 17.7-23.9(21.04) 
E . gal/opavonis 27.1 17 2 
E. innocua 18.57-25.86(22.41) 17.34-24.54(20.86) 
E. meleagridis 23.8 17.4 
E. me/eagrimitis 18 15.3 
E. subrotunda 16.48-26.42(21.77) 14.21-24.44(19.81) 

E. procera 25.78-28.13 14.06-15.24 

E. innocua 18.57-25.86(22.41) 17.34-24.54(20.86) 
E. meleagridis 23.8 17.4 
E. tenel/a 20.0-26.5 17.0-22.0 

E. kofoidi 14.0-21.4(19.3) 12.0-19.5(16.3) 

短径（平均）μm

28.5 
18.1-19.3 

Francolinus (シャコ）

Meleagris 
（七面鳥）

Perdix 
（ヤマウズラ）

長短径比

1.16(1.03-1.3) 

1.54 
123 
1.52 
1.07 
1.37 
1.18 
1.098 

表 2.

オーシストの形態

ミクロ ミクロパイル
残体

極顆粒
パイル キャップ (μm) 

- - + 
- - - + 
- - + 

十 一

形状

丸みのある卵形

円筒形

円形

楕円形

楕円形／卵形

プレパテント
ピリオド

成熟時間

14-18時間

24時間

36-48時間

3日

長径（平均）

Ts 
10-10 

短径（平均）

弓10-10 

11.0-15.0(13.0) 6.0-8.0(7.0) 

スポロシストの形態

スチーダ
長短径比 残体

小体(μm)

＋（不明瞭） ＋ 

1.8(1.7-2.0) 

暉＿言

屈折体

写
＋ 

＋ 

＋ ＋ 卵形

造

海

圭

冷

玲

棠

Dendragopus 
（アオライチョウ）

Tetrao 
（オオライチョウ）

E. oreoecetes 23.0-28.8(26.0) 

E. nadsoni 21-29(24.9) 
E. nonbrumpti 18.5 
E. /yruri 22-37(29.6) 
E. tetricis 30-31(31) 
E. ventriosa 31-33(32) 
E. yakisevi 24-19.5(20) 

E. procera 25.78-28.13 

E. brumpti 22-26 

Bonasa E. angusta 27-33 
（エリマキライチョウ） E. bonasae 18-25(21.6) 

E. dispersa 21.8-31.1 (26.07) 

Centrocercus E. centrocerci 17-25(22.6) 
（キジオライチョウ） E. pattersoni 18-23(202) 

E. angusta 27-33 

E. leucuri 22.0-31.5(26.6) 

E. muta 19.5-30(24.9) 

E. oreoecetes 23.0-28.8(26.0) 
E. raichoi・18.6-21.8(20.6) 

E. rjupa 20-28(24.7) 

E. uekii 19-29(24) 
E. bonasae 18-25(21.6) 
E. brinkmanni 26-29.7(28.6) 
E. Janthami 27-292(28.3) 
E. lagopodi 24 

Tympanuchus E. attwateri 27.4-31.3(30.0) 
（ソウゲンライチョウ） E. tympanuchi 22-32(27.1) 

Phasianus E. colchici 19-33.5(26.5) 
（キジ） E. duodena/is 18.0-24.0(212) 

E. Pacifica 17-26(22) 
E. phasiani 19.8-26.4(23) 
E . teetartooim,a 17.0-20.4(18.6) 
E. tene/la 20.0-26.5 
E. langeroni 30-36(32.5) 
E. megalostomata 21-29 (24) 
E. dispersa 21.8-31.1 (26.07) 

Lophura(コシアカキジ） E. lophurae 20-24(21.8) 

20.0-26.3(22.6) 

17-24(21.3) 
18.4 

12-20(15.3) 
15-15(15) 
20-23(22) 

1.07 
1.37 

1.18 

12 

12 

1.9 
2.1 
1.4 

+
＋
l
+
＋
 

＋ 
＋ 

1-2 

112時間

幅広い卵形 6日
6日(120-144時間）

114時間 48時問（室温）
5日(96-120時間）

6日(120-144時間）

4日

48時間

亜球形

亜球形

長楕円形

亜球形

9.6-12.8 

1020-1122 

9.4 

4.3-5.9 

6.1-7.0 

5.3 
＋
＋
 

＋ ＋ 

|
 1
7
6

ー

Lagopus 
（ライチョウ）

14.06-1524 

20-22 

16.5-17.5 
18-23 (20.6) 1.05 (1.00-1.16) 

17.7-23.9(21.04) 123 

13-18(17.1) 1.3 
12-15(13.5) 1.5 
16.5-17.5 

14.8-20.0(17.7) 

14.5-19(16.6) 

20.0-26.3 (22.6) 
14.6-19.1 (17.5) 

18-24.5 (222) 

13-21(16) 
18-23(20.6) 
18-19.6(18.8) 
18-20.1 (18.8) 

15 

16.0-22.4(18.4) 
18-26 (22.7) 

13-19.5 (16.35) 
15.4-21.4(18,6) 
14-20(18) 

132-17.8 (15.9) 
15-18.4 (16.5) 
17.0-22.0 

16-20(18.4) 
16-22(19) 

17.7-23.9(21.04) 

14.6-17.3(16.1) 

+

-

＋

＋

+

 

114時間

5日(96-120時間）

幅広い卵形

球形ー幅広い
卵形

亜球形

48時間

18-24時間(25℃)，
36-48時間(20℃)
48時間（室温）

18-24時間

24時間(21-28℃) 13.0-16.0 (14.6) 8.8-10.0 (8.8) 

122 10.9 

1.6 

1.1 

2.7 

ー幅広く長い

＋ 
アーモンド

形

レモン形＋＋  

＋（不明瞭）

＋ 

翌
2
0
2
5
1
3
1
3
1
3
-
1
2
-
5
0
3
2
5
0
3
1
5
0
5
0
3
2
-
2
2
3
1
5
0
2
6
3
3

18-24時間(25℃)．
36-48時間(20℃)

10.8 

9.6-12.8 

5.1 

4.3-5.9 ＋ 

幅広い卵形

1.5 

1.5(12-1.8) 

12 
1.18(1.08-1.26) 

1.1 (1.0-1.3) 

1.5(12-1.7) 
1.05(1.00-1.16) 
1.52(1.4-1.6) 
1.52(1.4-1.6) 

1.6 

1.6(1.3-2.1) 
12(1.0-1.5) 

1.14 
0.81 
1.45 

1.1(1.0-12) 

1.77 
0.79 
123 

1.35 

＋＋ 

＋ 

＋ 
（時に一）

＋ 

不明瞭

＋ 

―-＋ 

—+ 

+(!) 

＋ 

＋ 

1-3 

—+ 
- 1 

l-2(1.7xl.2 
or 12xl.l) 

＋ 
+(l) 
＋ 

＋ 

3
 

+
1
-
L
 

＋ 
+(1-2) 

＋ 

長楕円形

球形／亜球形

楕円形

球形ー亜球形

幅広い卵形

＋ 楕円形

楕円

楕円

亜球形

亜球形

亜球形

楕円

球形ー亜球形

閤
悶

長楕円形

卵形

亜球形

幅広い卵形

卵形

幅広い卵形

楕円

6日

5日

5日

6日

48時間

24時間(21-28℃) 13.0-17.6(15.4) 6.0-7.4(6.7) 2.3 

12-16.5(14.3) 5.5-7(6.3) 2.3(1.9-2.7) 

24時間(21-28℃) 13.0-16.0(14.6) 8.8-10.0(8.8) 1.6 
24-48時間(25℃) 10.0-13.6(11.8) 5.9-82(7.1) 1.65(1.38-2.00) 

12-15.5(14,4) 6.5-9(8.0) 1.8(1.6-22) 

11-15(12) 5-7(6) 
10-14(12,8) 6-8(7.1) 

13 7 

24時間(24℃)

18時間(27℃)
48時間

18-24時間

48時間

48時間

9.8 

10-14(12.8) 

11-13(11.8) 

9.5-11.6 (10.8) 
1020-1122 

3.6 

6-8(7.1) 

2.1 

1.8(1.6-2.0) 

1.8(1.6-2.0) 

＋＋ 

＋ 

7-8(7.6) 1.6 ＋ 

43 

42,52 
41 

42,52 
42 

23,42 
24,42,52 

22,28 

13 

2 
46 

28,32 

42 
42 
2,28 

43 

40 

43 
30 

40 

27 
2,42,46 
28 
28 
42 

21 
42 

35 
34 
37 
35 
51 
26 
35 
37 
32 

14 

+
＋
+
+
+
+
+
+
+
 

-
＿
＿
-
＋
 

+
＋
+
 

＋ 

＋ 

+

＋

+

 

レモン形

球形

レモン形

＋ 
丸みのある

卵形

＋ 細長い卵形

＋ 
洋梨形
レモン形

＋ 

＋ 

1(3-5x 
2-4) 

2
+
＋
+
 12 

102-16.8(13.9) 
10-14(11.9) 

11.5-16.5(14.6) 
9.9-15.4 (12.8) 

12 

6.0-9.2(7.1) 
6-10(7.8) 

6-7.5(6.6) 
6.0-8.6(7.3) 

I 

2.0 (1.4-2.7) 
1.5(12-2.0) 

+
＋
-
＋
 

＋
＋
 

+
＋
-
＋
 

紡錘形

卵形

楕円形

4.8-6.1 (5.6) 
6.1-7.0 

ー細い楕円形

一 幅広く長い ＋
 

3
 

-

l

 

2
 

2
-
+
 

＋ 10.7-12(11.4) 5.3-6.7(6.3) ＋ 楕円形
―-＋ 
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